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総額127億799万円
一般会計・特別会計予算(88億3,128万円)　(38億7,671万円)

令和８年度

「共に創る 幸せ実現のまち」「共に創る 幸せ実現のまち」

◦その他の59事業　事業費／19億4,518万円

保健・福祉・医療

◦地域福祉の推進　◦児童福祉の充実
◦保健・医療の充実
◦障がい者福祉の充実
◦高齢者福祉の充実
◦人権尊重・権利擁護の推進
◦保険制度（国保・後期・介護）�【58事業】

健康で元気に暮らせるまち
事業費／64億835万円

教育・文化・スポーツ

◦生涯学習の充実　◦社会教育の充実
◦学校教育の充実
◦文化の振興と歴史資源の継承
◦鉱物の保存・活用
◦スポーツの振興
� 【59事業】

豊かな心・町民文化を育むまち
事業費／12億2,050万円

生活基盤

◦土地利用の推進　◦生活道路の充実
◦河川環境整備の推進
◦住環境の整備　◦上水道の整備
◦公共交通網の整備

� 【29事業】

都市機能が充実したまち
事業費／８億6,567万円

産業・観光

◦農林業の振興
◦商工業の振興
◦雇用の創出
◦観光の振興

� 【38事業】

活力ある産業を形成するまち
事業費／８億346万円

防災・生活環境

◦消防・防災対策の充実
◦交通安全・防犯対策の充実
◦脱炭素・循環型社会の形成
◦放射能対策の推進

� 【17事業】

安全で住みよいまち
事業費／８億8,709万円

地域自治・行政運営

◦協働によるまちづくりの推進
◦効率的な行財政運営
◦デジタル化の推進
◦広域行政・地方分権　◦町民参加
◦まちなか再生の推進
� 【24事業】

共に創るまち
事業費／５億7,774万円

小学校施設改善事業小学校施設改善事業� 660660万円万円
（小学校体育館空調整備の調査・検討・実施設計）（小学校体育館空調整備の調査・検討・実施設計）

クマ対策経費クマ対策経費
310310万万円円
（クマによる人的・物的被害（クマによる人的・物的被害
が全国的に相次ぎ、一定条件が全国的に相次ぎ、一定条件
のもと町の判断、責任で駆除のもと町の判断、責任で駆除
を行える緊急銃猟制度が施行を行える緊急銃猟制度が施行
されたことから、クマが人のされたことから、クマが人の
生活圏に侵入してきた場合の生活圏に侵入してきた場合の
駆除活動を行うため、報償費、駆除活動を行うため、報償費、
備品等の体制整備を図る。）備品等の体制整備を図る。）

新規

新規

3D都市モデル3D都市モデル
整備事業整備事業
1,1001,100万万円円

（町内全域の地形及び（町内全域の地形及び
建築物の３次元地図を建築物の３次元地図を
整備し、災害発生時の整備し、災害発生時の
避難シミュレーション避難シミュレーション
などを行う。）などを行う。）

継続

3D都市モデルのイメージ3D都市モデルのイメージ実施隊活動の様子実施隊活動の様子

石川小学校石川小学校
体育館体育館

令和８年５月１日発行
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みんなが知りたい

ハザードマップハザードマップ
更新作成委託料更新作成委託料� 800800万円万円

（福島県による中小河川の浸水想定区域の指定が令和7（福島県による中小河川の浸水想定区域の指定が令和7
年度末に完了することを受け、現行のハザードマップの年度末に完了することを受け、現行のハザードマップの
更新版を作成。）更新版を作成。）

児童用GIGA児童用GIGA
スクール用端末更新スクール用端末更新� 3,4703,470万円万円
生徒用GIGA生徒用GIGA
スクール用端末更新スクール用端末更新� 2,2802,280万万円円
（GIGAスクール構想により令和3年に導入した児童・生（GIGAスクール構想により令和3年に導入した児童・生
徒用タブレット端末を更新。）徒用タブレット端末を更新。）

定期予防接種再接種費用定期予防接種再接種費用
助成金助成金� 3030万万円円

（造血幹細胞移植等によって免疫が低下又は消失した方（造血幹細胞移植等によって免疫が低下又は消失した方
の各種予防接種の再接種費用を助成します。）の各種予防接種の再接種費用を助成します。）

地域おこし協力隊（観光）の地域おこし協力隊（観光）の
採用採用� 1,0471,047万万円円

（観光物産振興を担う隊員1名及び温泉旅館におけるイ（観光物産振興を担う隊員1名及び温泉旅館におけるイ
ンバウンド対応を担う隊員1名の計2名の採用を予定。）ンバウンド対応を担う隊員1名の計2名の採用を予定。）

地域おこし協力隊（農業）の地域おこし協力隊（農業）の
採用採用� 1,1121,112万万円円

（農業事業者の定着を目的として、地域おこし協力隊2（農業事業者の定着を目的として、地域おこし協力隊2
名の採用を予定。）名の採用を予定。）

地域おこし協力隊（林業）の地域おこし協力隊（林業）の
採用採用� 1,1001,100万万円円

（林業事業者の定着を目的として、地域おこし協力隊2（林業事業者の定着を目的として、地域おこし協力隊2
名の採用を予定。）名の採用を予定。）

石川町まちづくり基本計画石川町まちづくり基本計画
策定業務策定業務�� 1,5001,500万万円円

（石川町都市計画マスタープランの見直しを行う中で、都（石川町都市計画マスタープランの見直しを行う中で、都
市再生特別措置法に定める立地適正化計画を一体的に市再生特別措置法に定める立地適正化計画を一体的に
策定。）策定。）

公共施設包括管理業務公共施設包括管理業務
委託料委託料��11億億4,7244,724万万円円

（町が管理する公共施設の、設備保守点検、警備、清掃（町が管理する公共施設の、設備保守点検、警備、清掃
等の維持管理業務及び修繕業務を包括的に委託し、業等の維持管理業務及び修繕業務を包括的に委託し、業
務の効率化を図るとともに、緊急時を含めた施設管理体務の効率化を図るとともに、緊急時を含めた施設管理体
制及び相談体制の整備を推進する。）制及び相談体制の整備を推進する。）

　令和８年３月定例会は、３月５日から３
月17日までの13日間の会期で開かれ、専決
処分1件、条例案件6件、補正予算4件、
当初予算９件、その他12件と請願1件、議
員より発委2件及び発議2件の合計37件を
審議しました。

健診時託児サービス健診時託児サービス� 77万万33千円千円
（住民健診や検診時に託児サービスを実施し、小さな子（住民健診や検診時に託児サービスを実施し、小さな子
どもがいる方でも検診を受けやすい環境を整える。）どもがいる方でも検診を受けやすい環境を整える。）

新規

予算の目玉
新規

新規

新規

新規

新規

新規

新規

継続

託児サービスの託児サービスの
イメージイメージ

石川町議会だより　230号
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議案番号 議案名

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和
７年度石川町一般会計補正予算－第７号）

議案第２号 石川町旅費条例の全部を改正する条例に
ついて

議案第３号 石川町課設置条例の一部を改正する条例

議案第４号
石川町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例

議案第５号 石川町職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

議案第６号 石川町固定資産評価審査委員会条例等の
一部を改正する条例

議案第７号 石川町企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正する条例

議案第８号 令和７年度石川町一般会計補正予算
（第８号）

議案第９号 令和７年度石川町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第３号）

議案第10号 令和７年度石川町介護保険特別会計補正
予算（第３号）

議案第11号 令和７年度石川町宅地造成事業特別会計
補正予算（第１号）

議案第12号 令和８年度石川町一般会計予算

議案第13号 令和８年度石川町国民健康保険特別会計
予算

議案第14号 令和８年度石川町後期高齢者医療特別会計
予算

議案第15号 令和８年度石川町介護保険特別会計予算
議案第16号 令和８年度石川町母畑財産区特別会計予算
議案第17号 令和８年度石川町中谷財産区特別会計予算

議案第18号 令和８年度石川町土地開発事業特別会計
予算

議案番号 議案名

議案第19号 令和８年度石川町宅地造成事業特別会計
予算

議案第20号 令和８年度石川町水道事業会計予算
議案第21号 石川町過疎地域持続的発展計画について
議案第22号 訴えの提起について
議案第23号 訴えの提起について
議案第24号 財産の無償貸付について
議案第25号 財産の処分につて
議案第26号 指定管理者の指定について
議案第27号 町道路線の廃止について
議案第28号 路線の町道認定について
議案第29号 石川町監査委員の選任について
議案第30号 石川町固定資産評価員の選任について

議案第31号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて（湯澤千春（南山形））

議案第32号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて（大串さち子（北山））

請願

請願第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の請願について

発委・発議（議会）

発委第１号 石川町議会委員会条例の一部を改正する
条例

発委第２号 石川町議会傍聴規則の一部を改正する規則

発議第１号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書

発議第２号
重度心身障害者医療費助成制度に対する
国庫負担金減額調整措置の廃止を求める
意見書

議案議案・・請願請願・・発委発委・・発議発議  審議結果  審議結果
全議案が全会一致で承認・可決・同意・適任・採択されました

令和８年３月臨時会　議案　審議結果
令和８年３月26日に令和８年３月臨時会が開催され、

全会一致で可決されました
議案番号 議案名
議案第33号 道の駅整備造成工事請負変更契約の締結について

審議の経過については、
こちらをご覧ください。

令和８年３月定例会
最終日

令和８年３月臨時会
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議員発議により２件の意見書を、
国・関係省庁等へ提出しました。
※掲載の都合上、要約した内容になって
いますのでご了承ください。

議員発議
発議第１号     福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書

〈発議の趣旨〉　2025年の春闘では過去最高水準の賃上げが実現しましたが、物価高の影響
で実質賃金は依然として改善しておらず、個人消費の回復には至っていません。多くの人が

生活の向上を実感し、将来に安心感を持てる社会をつくるためには、賃上げの流れを定着さ

せ、物価の安定と実質賃金の改善を進めることが重要です。

　そのためには、中長期的な視点で「人への投資」を強化し、国内投資や産業基盤の強化を

通じて生産性を高め、持続的な生活向上につなげる取り組みが求められます。また、人手不

足の解消や地域経済の好循環を実現するため、最低賃金の引き上げは福島県の人口流出抑制

にも効果が期待される重要な政策と考え、次の事項について強く要望し、意見書を提出する

ものです。

１．国の目標（2020年代に全国平均1,500円）を踏まえ、
福島県の最低賃金を継続的かつ着実に引き上げること。

２．中小企業でも賃上げが実現できるよう、価格転嫁を進める
環境整備と支援策の周知を関係機関と連携して進めること。

３．最低賃金引き上げが人口流出抑制や労働力確保につながる
ことを踏まえ、政策的に積極的に取り組むこと。

発議第２号     重度心身障害者医療費助成制度に対する
　　　　　     国庫負担金減額調整措置の廃止を求める意見書

〈発議の趣旨〉　多くの自治体では、重度心身障害者の負担を軽減するため、医療費の窓口支
払いが不要となる「現物給付」を実施しています。しかし国は、医療費増加を理由に、この

方式を採用する自治体に対し国民健康保険の国庫負担金を減額する、いわゆる「ペナルティ」

を続けています。

　令和6年4月には、子ども医療費助成の減額調整が全廃され、子育て世帯の負担軽減が進

みました。一方で、重度心身障害者やひとり親家庭への医療費助成には依然として減額措置

が残り、不合理な格差が生じています。重度心身障害者にとって医療は生活の基盤であり、

経済的理由で受診が妨げられることはあってはなりません。

　また、自治体が住民のために行う福祉施策に国が財政的制約を課すことは、地方自治の理

念にもそぐわないものです。本町議会は、医療格差の解消と安心して医療を受けられる環境

づくりのため、次の事項を強く要望し、意見書を提出するものです。

１．現物給付を行う自治体への国庫負担金減額措置を直ちに廃止すること。
２．重度心身障害者医療費助成について、全国一律の窓口無料化制度を国の責任で創設する
こと。

３．自治体が独自の福祉施策を安定して続けられるよう、十分な地方財源を確保すること。

石川町議会だより　230号
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ノ
目
田
地
内
）
に
造
成

し
ま
し
た
分
譲
住
宅
地
「
み

よ
し
の
森
」
は
、
若
者
世
帯

や
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
地

と
し
て
令
和
７
年
９
月
に
分

譲
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
現
在
の

と
こ
ろ
先
着
順
の

分
譲
と
な
っ
て
お

り
、
申
込
条
件
や

契
約
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
も

あ
る
と
の
こ
と
で

で
す
。

　
令
和
８
年
度
の

当
初
予
算
で
は
、

１
０
０
万
円
の
広

告
費
を
計
上
し
て

お
り
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
積
極
的

な
販
売
Ｐ
Ｒ
活
動

を
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。

分
譲
住
宅
地

　
「
み
よ
し
の
森
」の
販
売
Ｐ
Ｒ

小
学
校
体
育
館
へ
の

　
　
　
　
空
調
設
備
整
備
事
業

空
調
設
備
設
置
を
進
め
る
石
川
小
学
校
体
育
館

「
み
よ
し
の
森
」上
空
か
ら
の
写
真

予
算
審
査
特
別
委
員
会

令和８年５月１日発行



6

菊池美知男　議員� P7
◆新年度予算と重点事業について
◆なりすまし等詐欺被害防止対策について
◆誰もが安心安全に通行できる歩道等の整備について

鈴木　義延　議員� P8
◆高齢者福祉に関する事業の充実について
◆自動車の急発進抑制装置設置補助金について

星　恵子　議員� P9
◆学校給食費の無償化について
◆高齢者の健康保持に向けた施策について

根本　重泰　議員� P10
◆町内６自治センターの活動について
◆地域おこし協力隊について

小木　芳郎　議員� P11
◆首藤町政の運営について
◆石川町農業の未来について

瀬谷　寿一　議員� P12
◆都市計画マスタープランの見直しと新たな立地適正
化計画の策定について
◆シビックプライドの醸成について

瀬谷　京子　議員� P13
◆大型事業の進捗状況について
◆令和８年度新規及び拡大事業について

金沢　和則　議員� P14
◆デジタル地域通貨について
◆成年後見制度について

迎　茂城　議員� P15
◆令和８年度予算編成と重要施策の推進について
◆「まちなか再生」の深化と地域経済の循環に向けた
　戦略について

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
町
政
を
た
だ
す

　
　
町
政
を
た
だ
す

一
般
質
問
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
の
行
政
事
務
の
状
況
や
将
来
に

対
す
る
方
針
な
ど
を
た
だ
す
も
の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
９
名
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
、質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
質
問
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
タ
イ
ト
ル
の
横
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
録
画
映
像
に
よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

石川町議会だより　230号
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質
問　

無
駄
、
無
理
を
無

く
し
、
効
率
的
な
町
政
運

営
を
行
う
た
め
の
予
算
執

行
に
対
す
る
考
え
方
と
、

税
収
の
見
込
み
及
び
債
権

管
理
の
考
え
方
は
。

答
弁
　
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
予
算
執
行
に
努
め
、
効

率
的
な
町
政
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
税
収
の
見
込
み
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
過
去

の
収
入
実
績
や
客
観
的
な

根
拠
、
裏
付
け
に
基
づ
き

適
正
な
算
定
を
行
い
ま
す
。

債
権
の
管
理
は
債
権
管
理

条
例
に
基
づ
き
手
続
き
を

適
正
に
行
い
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

質
問　

町
民
満
足
度
調
査

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に

町
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
ど

う
予
算
に
反
映
し
事
業
に

盛
り
込
む
の
か
。

答
弁
　
満
足
度
が
低
く
重

要
度
の
高
い
施
策
や
分
野

を
重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、

効
果
が
見
込
ま
れ
る
事
業

へ
反
映
し
、
町
民
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
予

算
編
成
に
努
め
ま
す
。

質
問　

限
り
あ
る
財
源
の

中
、
各
種
事
務
事
業
に
お

け
る
予
算
配
分
に
偏
り
、

し
わ
寄
せ
等
は
な
い
か
。

答
弁
　
町
民
の
皆
様
の
声

や
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏

ま
え
、
公
平
性
と
透
明
性

を
確
保
し
、
真
に
必
要
な

分
野
へ
の
予
算
配
分
に
努

め
ま
す
。

質
問　

役
場
組
織
機
構
の

見
直
し
に
よ
り
期
待
で
き

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

答
弁
　
限
ら
れ
た
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
た
効
率

的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

質
問　

周
知
・
啓
発
や
、

相
談
体
制
等
、
特
殊
詐
欺

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
方
策
は
。

答
弁
　「
ま
ず
は
疑
う
、相

談
す
る
」
と
い
う
意
識
の

普
及
を
図
り
、
警
察
署
等

の
関
係
機
関
と
と
も
に
、

特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防

止
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

町
管
理
以
外
の
歩

道
の
整
備
要
請
状
況
は
。

答
弁
　
特
に
国
道
１
１
８

号
猫
啼
地
区
の
車
歩
道
幅

員
の
狭
隘
箇
所
、
白
河
石

川
線
沿
線
市
街
地
の
歩
道

の
ラ
バ
ー
舗
装
の
老
朽
化
、

飯
野
三
春
線
の
屋
敷
入
地

内
の
歩
道
未
設
置
区
間
な

ど
は
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
や
利
便
性
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
と
認
識
し
、

早
期
に
整
備
が
図
ら
れ
る

よ
う
関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
て
い
ま
す
。

質問者
の動画

が見られます

◆
新
年
度
予
算
と
重
点
事

業
に
つ
い
て

◆
な
り
す
ま
し
等
詐
欺
被

害
防
止
対
策
に
つ
い
て

◆
誰
も
が
安
心
安
全
に
通

行
で
き
る
歩
道
等
の
整
備

に
つ
い
て

A 石川町通学路交通安全プログラムを安全対策方針
とし、今後石川小・中学校間の歩道改修を計画しています

Q 町管理の歩道の整備計画は

菊
きく

池
ち

美
み

知
ち

男
お

議員

老朽化した歩道

令和８年５月１日発行



一
般
質
問

8

質
問　

石
川
町
高
齢
者
福

祉
住
宅
改
修
事
業
の
概
要

は
。

答
弁
　
高
齢
者
が
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
継
続
し
て

安
全
安
心
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
住
宅
の
改
修
を

支
援
す
る
事
業
で
、
本
人

が
居
住
す
る
住
宅
へ
の
手

す
り
の
取
り
付
け
や
段
差

の
解
消
な
ど
、
介
護
保
険

法
に
規
定
す
る
住
宅
改
修

に
準
じ
た
工
事
費
の
９
割

以
内
、
９
万
円
を
上
限
に

助
成
し
て
い
ま
す
。

質
問　

介
護
保
険
居
宅
介

護
住
宅
改
修
事
業
の
概
要

は
。

答
弁
　
介
護
保
険
法
に
基

づ
き
要
介
護
ま
た
は
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
方
が
、

自
宅
で
安
全
に
快
適
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
住
宅

の
改
修
を
支
援
す
る
事
業

で
す
。

　
手
す
り
の
取
り
付
け
、

段
差
の
解
消
、
滑
り
防
止

の
た
め
の
床
材
の
変
更
等

を
対
象
と
し
、
利
用
者
が

費
用
の
１
割
か
ら
３
割
を

自
己
負
担
し
、
残
り
は
保

険
給
付
と
し
て
20
万
円
を

限
度
に
支
給
し
ま
す
。
原

則
１
人
１
回
の
利
用
で
す
。

質
問　

こ
れ
ら
事
業
の
案

内
は
。

答
弁
　
介
護
保
険
の
対
象

の
方
に
は
「
介
護
保
険
居

宅
介
護
住
宅
改
修
事
業
」

を
、対
象
外
の
方
に
は「
高

齢
者
福
祉
住
宅
改
修
事

業
」
を
周
知
し
、
高
齢
者

に
対
す
る
住
環
境
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

本
町
に
お
け
る
、

自※
１

動
車
の
安
全
運
転
支
援

装
置
、
急※

２

発
進
抑
制
装
置

の
認
識
は
。

答
弁
　
急
発
進
抑
制
装
置

な
ど
の
安
全
運
転
支
援
装

置
は
、
高
齢
者
や
運
転
に

不
慣
れ
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
現
在
、
国
で
は
新
型

車
へ
の
シ
ス
テ
ム
搭
載
を

義
務
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
装
備
の
無
い
車
に

後
付
け
で
き
る
急
発
進
抑

制
装
置
は
、
特
に
駐
車
場

や
狭
い
道
路
で
の
低
速
走

行
時
に
効
果
を
発
揮
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時

速
30
キ
ロ
を
超
え
る
状
況

で
は
う
ま
く
作
動
し
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
、
効

果
は
限
定
的
で
す
。

質
問　

急
発
進
抑
制
装
置

設
置
へ
の
補
助
金
制
度
導

入
に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

答
弁
　
高
齢
者
の
交
通
安

全
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

新
年
度
の
早
い
段
階
で
急

発
進
抑
制
装
置
の
補
助
制

度
を
導
入
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る

事
業
の
充
実
に
つ
い
て

◆
自
動
車
の
急
発
進
抑
制

装
置
設
置
補
助
金
に
つ
い

て

A 補助制度を導入できるよう準備を進めます

Q 自動車の急発進抑制装置設置への
補助制度導入は 質問者

の動画
が見られます

鈴
すず

木
き

　義
よし

延
のぶ

議員

※１　自動車の安全運転支援装置：自動ブレーキやペダル踏み間違い時加速抑制装置など、ドライバーをサポートす
るシステムで、これらを搭載している車が安全サポート車（サポカー）

※２　急発進抑制装置：ここでは、サポカーでない車に後付けできるペダル踏み間違い防止装置

石川町議会だより　230号
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質
問　

給
食
無
償
化
の
成

果
と
課
題
は
。

答
弁
　
成
果
と
し
て
は
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
、
給
食
費
徴
収

等
の
学
校
の
業
務
負
担
の

軽
減
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
急
激
な

食
材
等
の
高
騰
に
よ
り
、

町
の
財
政
負
担
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
で
す
。

質
問　

予
算
の
補
正
に
つ

い
て
は
。

答
弁
　
献
立
の
工
夫
や
補

助
事
業
の
活
用
な
ど
の
努

力
を
し
て
も
食
材
の
高
騰

で
予
算
が
足
り
な
く
な
る

場
合
、
予
算
の
補
正
を
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

子
育
て
し
や
す
い

環
境
が
進
む
の
は
あ
り
が

た
い
が
、
関
心
が
薄
れ
る

こ
と
が
心
配
だ
。

答
弁
　
P
T
A
総
会
や
Ｈ

Ｐ
な
ど
で
、
給
食
費
補
助

な
ど
に
つ
い
て
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

質
問　

来
年
度
の
予
算
方

針
は
。

答
弁
　
令
和
８
年
度
創
設

さ
れ
る
予
定
の
、国
の「
給

食
費
負
担
軽
減
交
付
金
」

を
活
用
し
、
で
き
る
限
り

町
の
財
政
負
担
が
拡
大
し

な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

質
問　

令
和
８
年
度
の
小

学
校
給
食
費
町
負
担
の
見

込
み
は
。

答
弁
　
国
交
付
金
が
あ
る

た
め
、
６
０
７
万
円
ほ
ど

が
町
の
持
ち
出
し
の
見
込

み
で
す
。

質
問　

給
食
を
食
べ
な
い

子
の
家
庭
に
、
金
銭
的
支

援
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
　
県
と
協
議
し
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

要
介
護
認
定
者
の

推
移
は
。

答
弁
　
令
和
７
年
度
は
19

％
で
、
増
加
傾
向
で
す
。

質
問　

健
康
保
持
に

向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答
弁
　
自
立
支
援
と

重
度
化
防
止
を
推
進

し
、
社
会
参
加
の
促

進
と
し
て
「
高
齢
者

タ
ク
シ
ー
料
金
兼
温

泉
施
設
利
用
料
金
助
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問　

後
期
高
齢
者
被
保

険
者
証
の
送
付
時
に
、
利

用
券
を
送
れ
な
い
か
。

答
弁
　
慎
重
に
考
え
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

質
問　

住
宅
改
修
に
か
か

る
費
用
の
助
成
拡
大
に
つ

い
て
。

答
弁
　
将
来
的
な
介
護
給

付
の
抑
制
に
つ
な
が
る
よ

う
、
対
象
要
件
や
助
成
条

件
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

意
見　
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

も
あ
る
が
、「
転
ば
ぬ
た

め
の
手
す
り
」
が
重
要
で

は
な
い
か
。

◆
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て

◆
高
齢
者
の
健
康
保
持
に

向
け
た
施
策
に
つ
い
て

星
ほし

　恵
けい

子
こ

議員

廊下に設置された手すりの例

質問者
の動画

が見られます

A 小学校390円、中学校450円です
Q 令和８年度の給食費１食分の単価はいくらか

おいしい給食「いただきます」

令和８年５月１日発行
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質
問　

町
が
自
治
セ
ン

タ
ー
に
求
め
る
活
動
は
。

答
弁
　
単
な
る
施
設
の
貸

館
業
務
や
行
政
連
絡
に
と

ど
ま
ら
ず
、
町
民
の
自
主

的
な
生
涯
学
習
活
動
及
び

地
域
に
根
差
し
た
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
、
地

域
自
治
協
議
会
の
活
動
拠

点
と
し
て
住
民
自
ら
が
企

画
運
営
す
る
地
域
課
題
解

決
型
の
活
動
で
す
。

質
問　

コ
ロ
ナ
・
少
子
高

齢
化
の
中
で
セ
ン
タ
ー
活

動
の
現
状
分
析
は
。

答
弁
　
毎
月
の
連
絡
会
議

や
、
懇
談
会
、
セ
ン
タ
ー

訪
問
の
中
で
、
地
域
計
画

の
見
直
し
や
担
い
手
不
足

に
関
す
る
切
実
な
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
場
の
生
の
声
と
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る

デ
ー
タ
を
基
に
、

持
続
可
能
な
地

域
活
動
に
向
け

た
実
効
性
の
高

い
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

町
と
各

自
治
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
は
。

答
弁
　
自
治
セ

ン
タ
ー
は
、
自

治
協
議
会
と
行

政
を
つ
な
ぐ
重

要
な
調
整
役
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、

常
に
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
担
当
職
員

と
セ
ン
タ
ー
職
員
が
同
じ

目
線
で
地
域
づ
く
り
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
ま
す
。

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
て
は
、
関
係
課
を
交
え
、

実
情
に
即
し
た
制
度
設
計

や
支
援
策
を
協
議
、
検
討

し
て
い
ま
す
。

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
採
用
は
。

答
弁
　
農※

政
課
に
農
業
２

名
、
林
業
２
名
、
企
画
商

工
課
に
観
光
物
産
振
興
１

名
、
温
泉
旅
館

の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
１
名
、

計
６
名
の
採
用

を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
初
年
度

か
ら
起
業
支
援

や
就
農
相
談
、

卒
隊
後
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
見

据
え
た
伴
走
型

の
支
援
を
行
い
、

石
川
町
で
生
き

て
い
く
と
い
う

目
標
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た

だ
け
る
体
制
を

整
え
ま
す
。

根
ね

本
もと

　重
しげ

泰
やす

議員

◆
町
内
６
自
治
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
つ
い
て

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て

地
域
づ
く
り
に
は
、

専
門
性
・
活
動
の
継

続
が
必
要
で
す

質問者
の動画

が見られます

A 重要な視点なのかとは思っています

Q 人事異動にとらわれず専門性が継承される
自治センター支援員を配置できないか

「何をしてよいかわからない」との声もありました。みんな悩んでいます。

※令和７年度時点の課の編成での予定です。
石川町議会だより　230号
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質
問　

就
任
か
ら
こ
れ
ま

で
の
町
政
運
営
に
対
す
る

成
果
は
。

答
弁
　
就
任
当
初
よ
り
、

「
町
民
第
一
主
義
」
を
掲

げ
、
行
政
に
対
す
る
信

頼
の
回
復
、
石
川
町
民

と
し
て
の
自
信
と
誇
り

の
回
復
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
公
約
に
掲

げ
た
施
策
は
道
半
ば
で

あ
り
、
初
志
貫
徹
の
精

神
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

質
問　

若
者
の
人
口
流

出
の
現
状
と
課
題
は
。

答
弁
　
39
歳
以
下
の
転

出
が
約
７
割
を
占
め
て
お

り
、
３
つ
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

①
若
者
が
希
望
す
る
就
労

の
場
の
確
保

②
若
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
住
環
境
の
整

備③
地
域
風
土
や
慣
習
と
の

ミ
ス
マ
ッ
チ

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
か
ら
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

質
問　

企
業
誘
致
の
進
捗

状
況
は
。

答
弁
　
町
内
に
立
地
い

た
だ
い
て
い
る
企
業
の

本
社
を
訪
問
し
、
事
業

展
開
や
設
備
投
資
な
ど

の
情
報
収
集
や
、
企
業

と
の
信
頼
関
係
を
深
め

な
が
ら
、
町
内
投
資
を

後
押
し
す
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

質
問　

農
業
を
取
り
巻
く

現
状
は
。

答
弁
　
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
そ
れ

ら
に
伴
う
構
造
的
な
課
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

経
営
の
面
で
は
、
生
産
資

材
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫

し
て
お
り
、
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

質
問　

資
材
高
騰
・
経
営

悪
化
へ
の
支
援
は
。

答
弁
　
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
に
取
り
組
む
農
業
者
に

対
し
、
令
和
8
年
度
も
引

き
続
き
「
農
業
経
営
担
い

手
育
成
支
援
事
業
」
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問　

担
い
手
確
保
と
農

業
の
将
来
像
は
。

答
弁
　
農
業
の
大
き
な
課

題
は
、
将
来
の
担
い
手
不

足
で
あ
り
、
担
い
手
の
育

成
と
新
規
就
農
者
の
確
保

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
、
農
業

部
門
で
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
移
住
・
定
住
フ
ェ

ア
や
就
農
フ
ェ
ア
等
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま

す
。

◆
首
藤
町
政
の
運
営
に
つ

い
て

◆
石
川
町
農
業
の
未
来

に
つ
い
て

新年度を迎えた石川町役場庁舎

雪解けが進む水田

質問者
の動画

が見られます

A 町民一人ひとりが主役の力強い町です

Q 町長が思い描く石川町のビジョンは

小
お

木
ぎ

　芳
よし

郎
ろう

議員

令和８年５月１日発行
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質
問　

10
年
後
の
人
口
が

１
万
人
を
割
る
予
想
の
中

で
策
定
す
る
計
画
の
視
点

は
。

答
弁
　
コ
ン
パ
ク
ト
で
持

続
可
能
な
都
市
構
造
と
い

う
視
点
で
計
画
策
定
を
行

い
ま
す
。
防
災
の
視
点
も

取
り
入
れ
、
住
み
や
す
い

街
並
み
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。

質
問　

令
和
７
年
度
の
新

築
住
宅
は
20
軒
で
例
年
の

半
数
だ
が
、
宅
地
造
成
の

考
え
は
。

答
弁
　
バ
イ
パ
ス
沿
線
の

背
後
地
を
利
用
し
た
土
地

利
用
計
画
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問　

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
は
議
会
の
議
決

事
項
な
の
で
、
早
め
の
議

論
の
場
を
。

答
弁
　
町
の
将
来
を
担
う

重
要
な
政
策
な
の
で
、
要

所
要
所
で
指
導
を
賜
り
た

い
で
す
。

質
問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
何
を
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　「
桜
」「
温
泉
」「
鉱

物
」
と
い
っ
た
、
本
町
が

長
い
歴
史
の
中
で
守
り
育

て
て
き
た
地
域
資
源
で
す
。

質
問　

本
町
の
大
き
な
財

産
の
桜
の
維
持
管
理
に
不

安
が
出
て
い
る
が
、
何
ら

か
の
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
弁
　
今
の
桜
を
町
民
参

加
で
維
持
し
つ
つ
、
新
た

な
桜
の
名
所
も
町
民
参
加

に
よ
り
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
に
も
な
る
と
考
え

ま
す
。

質
問　

石
川
町
の
岩
盤
の

強
さ
も
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
醸
成
す
る
た
め
の
資

源
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
大
震
災
直
後
、
立

地
企
業
か
ら
は
石
川
に
来

て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
岩
盤
の
強
さ
は
一

つ
の
売
り
で
す
。

質
問　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
の
醸
成
に
は
、
外
側
か

ら
の
指
摘
と
内
側
の
町
民

の
理
解
・
認
識
が
大
事
で

は
な
い
か
。

答
弁
　
町
内
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
場
に
お
招
き
い
た

だ
い
た
際
に
、
皆
様
の
取

り
組
み
が
、
自
ら
積
極
的

に
参
加
し
、
関
わ
り
、
地

元
を
盛
り
上
げ
て
い
る
、

そ
う
い
う
中
で
郷
土
愛
を

育
ん
で
い
く
ん
だ
と
話
し

て
い
ま
す
。
町
外
か
ら
は
、

石
川
町
出
身
の
在
京
の
文

化
経
済
人
等
と
の
交
流
か

ら
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

醸
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
見
直
し
と
新
た
な

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

◆
シ※

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
つ
い
て

質問者
の動画

が見られますA 現段階では項目を検討中であり、
石川町の歴史・文化も踏まえ十分に検討します

Q 立地適正化計画策定における個別課題は何か

市町村版「来て。」ポスター
「来て。」ポスターフォトコンテスト

石川町賞受賞「川面を染めて」吉田進氏

※シビックプライド：「自分が暮らす地域に誇りを持ち、地域の価値を高めるために主体的に関わろうとする意識」の
ことで、単なる郷土愛や懐かしさとは違い、感情だけでなく、認識と行動が伴っていること。

瀬
せ

谷
や

　寿
とし

一
かず

議員

石川町議会だより　230号
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質
問　

道
の
駅
石
川
の
出

荷
希
望
者
は
。

答
弁
　
運
営
事
業
者
は
出

荷
希
望
者
と
の
個
別
相
談

会
を
行
っ
て
お
り
、
農
産

物
・
加
工
品
の
物
販
で
は
、

町
内
外
の
事
業
者
ら
約
１

０
０
社
が
相
談
に
来
て
い

ま
す
。

質
問　

特
産
品
開
発
は
。

答
弁
　「
石
川
の
鉱
物
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
菓
子
」

「
栗
」「
日
本
酒
」
の
３
部

門
で
開
発
中
で
す
。

　
栗
は
沢
田
地
区
12
軒
の

農
家
が
６
０
０
本
を
栽
培

し
て
お
り
、
今
秋
か
ら
収

穫
で
き
、
生
栗
販
売
の
ほ

か
、
菓
子
類
へ
の
加
工
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問　

道
の
駅
石
川
の
出

荷
手
数
料
は
。

答
弁
　
農※

畜
産
物
は
最
大

20
％
、
会
社
等
で
な
く
個

人
の
出
荷
加
工
品
は
最
大

25
％
で
、
町
内
の
方
の
手

数
料
を
優
遇
し
ま
す
。

質
問　

道
の
駅
石
川
の
開

駅
は
い
つ
か
。

答
弁
　
今
年
９
月
の
大
型

連
休
を
目
指
し
ま
す
。

質
問　

今
出
川
河
川
改
修

事
業
の
進
捗
と
課
題
は
。

答
弁
　
北
須
川
合
流
点
か

ら
今
須
橋
ま
で
の
１
工
区

は
、
護
岸
工
の
一
部
と
今

須
橋
の
下
部
工
ま
で
完
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

部
未
買
収
用
地
が
あ
り
施

工
が
困
難
な
た
め
、
県
で

は
一
部
の
護
岸
工
事
を
進

め
な
が
ら
今
出
橋
か
ら
上

流
２
工
区
の
用
地
取
得
を

先
行
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
買
収
困
難
な
用
地
の
取

得
に
法
的
措
置
を
講
じ
る

こ
と
や
、
施
工
可
能
な
範

囲
で
工
事
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

質
問　

石
川
バ
イ
パ
ス
の

全
面
開
通
は
い
つ
。

答
弁
　
最
後
の
工
事
と
な

る
法
面
工
、
舗
装
工
、
国

道
１
１
８
号
交
差
点
の
改

良
舗
装
工
に
着
工
し
て
お

り
、
今
年
夏
頃
に
全
線
開

通
の
見
通
し
で

す
。

質
問　

分
譲
住

宅
地
「
み
よ
し

の
森
」
の
現
状

は
。

答
弁
　
矢
ノ
目

田
の
旧
雇
用
促

進
住
宅
跡
地
を

全
22
区
画
の
住

宅
地
と
し
、
若

者
、
子
育
て
世

帯
向
け
に
昨
年
９
月
か
ら

販
売
し
て
い
ま
す
。

質
問　

Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
。

答
弁
　
看
板
設
置
や
広
報

誌
へ
の
掲
載
、
ネ
ッ
ト
広

告
な
ど
若
い
世
代
に
的
を

絞
っ
た
Ｐ
Ｒ
や
テ
レ
ビ
番

組
内
Ｃ
Ｍ
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
住
宅
展
示
場
で

の
チ
ラ
シ
配
布
や
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
へ
の
掲
載
な
ど

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※ここでの率は一例であり、手数料率は出荷条件により異なります。

◆
大
型
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

◆
令
和
８
年
度

新
規
及
び
拡
大

事
業
に
つ
い
て

瀬
せ

谷
や

　京
きょう

子
こ

議員

分譲中の住宅地「みよしの森」

質問者
の動画

が見られますA 正規職員５名程度とパートタイム
販売員50名以内の採用を予定しています

Q 道の駅石川の従業員採用は

令和８年５月１日発行
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質
問　

デ
ジ

タ
ル
地
域
通

貨
の
導
入
に

つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
デ
ジ

タ
ル
地
域
通

貨
は
、
地
域

経
済
の
活
性

化
の
み
な
ら

ず
、
行
政
給

付
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
は
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
本
町

の
人
口
・
経
済
規
模
に
お

い
て
は
利
用
者
数
や
加
盟

店
舗
の
確
保
、
決
済
総
額

の
伸
び
悩
み
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能

な
運
営
体
制
の
構
築
が
最

大
の
課
題
と
な
り
、
有
効

性
は
十
分
に
認
識
し
つ
つ

も
、
費
用
対
効
果
の
観
点

か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て

直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

成
年
後
見
制
度
利

用
支
援
事
業
に
お
け
る
中

核
機
関
の
運
用
状
況
は
。

答
弁
　
町
で
は
、
令
和
７

年
３
月
に
「
石
川
町
成
年

後
見
制
度
等
利
用
促
進
に

係
る
中
核
機
関
事
業
運
営

要
綱
」
を
制
定
し
、「
中

核
機
関
」
を
町
直
営
で
設

置
し
、
権
利
擁
護

支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
設
置
以
降
、
４

名
の
方
が
成
年
後

見
制
度
を
利
用
し
、

う
ち
2
名
が
首
長

（
町
長
）
申
立
て

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　質
問　

権
利
擁
護

支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
伴
う
職
員

等
の
研
修
受
講
状

況
は
。

答
弁
　
石
川
管
内

５
町
村
で
協
議
し
、
今
年

１
月
に
「
石
川
地
方
成
年

後
見
制
度
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
運
用
に
あ

た
り
、
制
度
の
理
解
と
複

雑
化
す
る
課
題
に
対
応
で

き
る
専
門
性
を
身
に
付
け

る
た
め
、
県
の
支
援
事
業

を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
各

種
研
修
を
計
８
回
受
講
し

て
い
ま
す
。

◆
デ
ジ
タ
ル

地
域
通
貨
に

つ
い
て

◆
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て

質問者
の動画

が見られます

金
かな

沢
ざわ

　和
かず

則
のり

議員

A 現時点で導入することは困難と考えています

Q デジタル地域通貨の導入は

石川町議会だより　230号
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質
問　

予
算
編
成
の
基
本

方
針
は
。

答
弁
　「
ア※

１

ウ
ト
カ
ム
重

視
の
取
り
組
み
」
で
は
、

単
な
る
事
業
実
施
で
は
な

く
、
町
民
に
と
っ
て
の
価

値
を
追
求
し
ま
す
。

　「
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」

で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活

用
や
Ａ
Ｉ
導
入
で
、
持
続

可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　「
公
民
連
携
」
で
は
、

民
間
に
委
ね
る
べ
き
業
務

は
ア※

２

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
、

職
員
を
優
先
度
の
高
い
業

務
へ
集
中
さ
せ
ま
す
。

　「
予
算
執
行
の
厳
格
化
」

で
は
、 

真
に
必
要
な
見
積

り
と
適
正
な
執
行
額
に
努

め
、
執
行
後
の
減
額
補
正

を
徹
底
し
ま
す 

。

質
問　

業
務
の
公
民
連
携

や
官
民
協
働
が
進
む
こ
と

で
、
行
政
と
町
民
の
距
離

が
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。

答
弁
　
母
畑
自
治
セ
ン
タ

ー
の
新
築
や
体
育
館
へ
の

空
調
設
置
な
ど
の
具
体
的

な
整
備
は
、
町
民
の
交
流

と
活
動
の
場
の
整
備
で
あ

り
、
活
動
に
推
進
力
を
つ

け
応
援
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
、

満
足
度
向
上
の
た
め
で
あ

り
、
町
民
の
た
め
で
す
。

　
ま
た
「
在
京
文
化
経
済

人
交
流
事
業
」
な
ど
を
通

じ
、
町
民
が
誇
り
を
持
て

る「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

質
問　
「
個
立
」
か
ら
「
回

遊
性
」
を
考
慮
し
た
環
境

整
備
は
。

答
弁
　
９
月
に
開
業
す
る

「
道
の
駅
」
を
起
点
に
、

歴
史
・
文
化
施
設
へ
人
の

流
れ
を
創
出
し
ま
す
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
活
用
し
、
意
図
的
に
人

を
動
か
す
仕
組
み
づ
く
り

や
、
足
の
な
い
高
齢
者
や

観
光
客
が
道
の
駅
な
ど
に

行
く
た
め
の
、
車
や
自
転

車
な
ど
の
「
二
次
交
通
」

の
整
備
は 

。

答
弁
　
買
物
支
援
バ
ス
の

道
の
駅
停
留
所
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
路
線
バ
ス

の
立
ち
寄
り
も
周
辺
町
村

と
協
議
し
ま
す
。
ま
た
、

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
等
に

つ
い
て
も
先
進
地
を
調
査

し
検
討
し
ま
す
。

質
問　

桜
や
石
、
狛
犬
な

ど
、
石
川
町
な
ら
で
は
の

資
源
に
も
っ
と
「
こ
だ
わ

り
抜
い
て
」
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
売
り
出
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
狛
犬
や
菓
子
な
ど

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
、

地
域
商
社
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｚ
Ｅ
が
町
内
の
プ
ロ
の

事
業
者
に
本
気
で
寄
り
添

い
、
向
き
合
っ
て
い
く
、

そ
こ
に
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
行
政
の
支
援
と
考

え
ま
す
。

※１　アウトカム：成果。結果として、どのような効果や変化が起きたか。
※２　アウトソーシング：業務を民間委託し、専門業者等の知見を活用することで、効率化や住民サービスの向上を

図る。

◆
令
和
８
年
度
予
算
編
成

と
重
要
施
策
の
推
進
に
つ

い
て

◆「
ま
ち
な
か
再
生
」の
深

化
と
地
域
経
済
の
循
環
に

向
け
た
戦
略
に
つ
い
て

質問者
の動画

が見られますA「道の駅石川」を玄関口に人の流れを創出します

Q「点」から「面」への回遊性向上を

母畑自治センター整備予定地

鈴木重謙屋敷から望む
石都々古和気神社

迎
むかえ

　茂
しげ

城
き

議員

令和８年５月１日発行
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本
町
で
は
、「
共
に

創
る 

幸
せ
実
現
の
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
町
独
自

の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら

は
、
小
中
学
校
に
入
学

す
る
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
１
人
３
万
円
の

入
学
祝
金
を
支
給
し

て
お
り
、
令
和
８
年
度

の
新
入
生
は
、
小
学
校

66
人
、
中
学
校
94
人
で
す
。

　

他
に
も
、
第
一
子
か
ら
の

新
生
児
祝
金
、
在
宅
育
児
支

援
金
、
小
中
学
校
の
学
校
給

食
費
の
全
額
補
助
、
民
間
等

保
育
施
設
へ
の
給
食
費
補
助
、

育
児
休
業
促
進
に
向
け
た
企

業
や
男
性
育
休
取
得
者
へ
の

奨
励
金
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

町
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
の
顔
「
道
の

駅
石
川
」
が
今
年
９
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
地
元
の
農
家

さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
な
ど
も

販
売
さ
れ
る
「
地
域
活
性
化

の
拠
点
」
で
す
。
ま
た
、
ま

ち
な
か
へ
の
回
遊
を
促
す
情

報
発
信
機
能
も
備
え
て
い
ま

す
。

　

町
外
か
ら
訪
れ
る
方
々
に

は
本
町
の
魅
力
を
伝
え
、
町

民
の
皆
様
に
は
日
常
の
憩
い

の
場
と
し
て
愛
さ
れ
る
、
そ

ん
な
「
地
域
経
済
の
エ
ン
ジ

ン
」
と
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

令和７年３月
定例会より

「道の駅石川」９月開業

令和７年度小学校入学式

９月の開業を目指す「道の駅石川」

本
町
の
充
実
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
！

石川町議会だより　230号
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　令和８年１月１６日に、学校法人掛田学園との意見交換会を開催しました。
　掛田学園からは、理事長、園長、副園長のほか、保護者２名が参加、町議会からは、
小木委員長のほか文教厚生常任委員６名が参加しました。
　同学園が行った保護者アンケート結果に基づき、保育環境、子育て支援、町の保育行
政などに対して、意見交換を行いました。

　令和８年１月２１日に、石川郡内の議会議員を対象
に研修会が開催され、福島大学経済経営学類の、吉
高神教授を講師にお迎えし、「地方議会とコンプラ
イアンス」という演題で講演いただきました。

　地方自治体・議
会におけるハラス
メント防止に関す
る法体系や、ハラ
スメント防止条例の必要性を踏まえた講演、研修が行
われ、議会議員としてのコンプライアンスの再確認と
政治倫理に関して理解を深める機会となりました。

　令和８年２月２５日に、令和４年４月に施行さ
れた石川町議会基本条例に基づき、議会活動、
議員活動における検証を行うため、議会運営委
員会主催により、議員勉強会を開催しました。
議会基本条例の目
的、内容の再確認の
ほか、検証スケジュ
ールの確認を行い、
令和８年度において
取り組んでいくこと
としました。

学校法人掛田学園との意見交換会を開催（１月16日）

石川地方町村議会議員研修会（１月21日）

令和８年第１回議員勉強会を開催（２月25日）

報告します報告します  議会の活動議会の活動

（意見交換会は、町内のさまざまな団体と議員が、町政の課題やまちづくりなどについて意見の交換を行い、課題の
共有や相互理解を深めるとともに、出された意見や提案などを議会活動に反映させ、政策提言などに生かしていく事
を目的としており、議会事務局において、随時受け付けております。詳細は18ページをご覧ください。）

令和８年５月１日発行
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　石川町議会では、町政の課題やまちづくりなどについて、
各種団体のみなさんの声を、今後の議会活動の参考とさせて
いただくため、各種団体との意見交換会を開催しています。
　みなさんからのお申し込みをお待ちしております。

石川町議会と各種団体との意見交換会

町議会議員と意見の交換を
してみませんか？

申込み・問合せ先　　石川町議会事務局　電話0247-26-2116

対　　　象

町内に在住、通勤、通学する方により構成され、５名以上で参
加できる団体とします。
ただし、次に掲げる団体を除きます。
（１）公序良俗に反する活動をする団体
（２）宗教団体
（３）その他議長が適当でないと認める団体

意見交換会の内容（テーマ） 申込書に記載されたテーマに基づいて、意見の交換を行います。

申込み・問合せ先等
石川町議会ホームページ掲載の申込書に必要事項を記入のうえ、
郵送、FAX、Eメール、持参のいずれかにより、開催希望日の
３週間前までに、石川町議会事務局にお申し込みください。

そ　の　他

◦テーマの内容や開催希望日時などによっては、お受けできな
い場合があります。
◦意見交換会でいただいた意見や提案については、常任委員会、
議員全員協議会等で協議し、議会活動に反映させていきます。

●郵　　送／〒963-7893 石川町字長久保185-4　　●Ｆ Ａ Ｘ／0247-26-0324
●Ｅメール／gikai@town.ishikawa.fukushima.jp

詳しくは石川町議会HPをご覧ください。
https://www.town.ishikawa.fukushima.jp/admin/parliament/sanka.html

町内在住、在勤、
在学の5名以上の
団体でOK！

時間は90分 テーマは自由

石川町議会だより　230号
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ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
や

運
営
の
大
変
さ
を
知
り
、

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
も
強
く

な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
だ

け
で
な
く
、
多
く
の
学
び

が
あ
る
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
は
高
校
で
弓

道
部
に
所
属
し
て
お
り
、

令
和
7
年
度
は
部
長
と
し

て
部
を
ま
と
め
る
立
場
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

部
員
一
人
ひ
と
り
が
責
任

を
持
っ
て
行
動
し
、
協
力

し
合
う
姿
を
見
て
大
き
な

成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
初

め
は
皆
が
自
分
の
指
示
を

聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
り

し
て
全
体
を
ま
と
め
る
難

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
が
積
極
的
に
部
を
よ

く
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

る
と
、
次
第
に
お
互
い
に

声
を
か
け
合
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
通
し
て
、

部
長
と
し
て

の
在
り
方
を

考
え
る
機
会

も
さ
ら
に
多

く
な
り
ま
し

た
。
今
後
も

部
を
よ
り
良

い
方
向
へ
導

け
る
よ
う
努

力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
私
は
昨
年
度
、
石
川
町

の
石
都
々
古
和
気
神
社
例

大
祭
に
当
番
町
と
し
て
参

加
し
、
御
鏡
を
持
つ
と
い

う
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

と
き
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

地
域
の
方
々
と
交
流
で
き

た
こ
と
で
す
。
普
段
は
関

わ
る
機
会
の
少
な
い
人
と

も
笑
顔
で
会
話
が
で
き
、

会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が
る
雰
囲
気
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

未
来
に
向
か
っ
て

未
来
に
向
か
っ
て

高
校
生
の
声

学
校
法
人
石
川
高
等
学
校　
　

３
年　

斎さ
い

藤と
う　

海か
い

司じ　

広
報

常
任
委
員
会

委
員
長　

瀬
谷　

京
子

副
委
員
長　

菊
池
美
知
男

委　
　

員　

迎　
　

茂
城

委　
　

員　

水
野
谷
常
子

委　
　

員　

星　
　

恵
子

委　
　

員　

鈴
木　

義
延

　
３
月
定
例
会
は
、
令
和

８
年
度
の
予
算
を
決
め
る

重
要
な
議
会
で
し
た
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
石
川
町
の
活
力

を
維
持
し
、
次
世
代
へ
つ

な
げ
て
い
く
か
。

　
本
会
議
で
決
ま
っ
た
新

た
な
施
策
が
、
一
歩
ず
つ

着
実
に
根
を
張
り
、
大
き

な
実
り
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

�

迎　

茂
城

議会を
傍聴しませんか
６月定例会
「一般質問」は
６月15日（月）の
予定です。

議会インターネット中継
町議会では、本会議のライブ映像及び録画映像を配信
しています。町ホームページを経由して
YouTubeで視聴することができますので、
ぜひご覧ください。ホームページへはこち
らの二次元コードからアクセスできます。

責
任
あ
る
立
場
に
な
っ
て

責
任
あ
る
立
場
に
な
っ
て

例
大
祭
に
当
番
町
と
し
て
参
加
し
た
と
き
の
海
司
さ
ん
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